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容易軸が異なる反強磁性体の混晶
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容易軸が異なる反強磁性体の混晶 NixCol-x･6H20について,その熱的,磁気的性

質が測定 され,特にネール点の濃度依存性に, x 二 0.6付近に異常があることが指摘 さ

れている1.)

松原 (史卓 )と筆者は,さきに,モデル系 として交換積分に異方性があるAイオンと

lミイオンの混晶系をとり,中間の濃度付近で,通常の反強磁性相 とは異なる新 しい相が

あらわれることを平均場近似で示 した20)この相ではAイオンの副 格子磁化, Bイオンの

副格子磁化が互にある角度

だけ傾いて交差 しているの

で()AF(obliqueAntife-

1･rOmagnet)相とよぶ こ と

にする｡(Fig.1)

筆者は,モンテカルロ法

でこの混晶系の磁化 をしら

べた｡交換積分の異方性が

1:0.5の系で,x-0.45

0.48,0.60 の濃度では,

いずれ も低温 (KBT=0･1

- 1.2)で,OAF相があ
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Fig･ 1 ()AF相

らわれている｡ 系の大きさは20×20であるが,定性的にはOAF相があらわれ るとい

ってよいであろう｡ しかし,各スピンの方向,大きさは.格子点によ りかなりの分布が

あ り,微視的に見た場合の磁気構造は,基底状態の縮退の問題 ともからんで非常 に興味

のある問題である｡ 更に,磁化過程の問題 と共に今後の研究課題 となっている｡
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